2008年年間業績集形成外科 by unknown
垣長斗,平田公一：腸間膜原発粘液性嚢胞腺腫の１
例.第94回日本臨床外科学会北海道支部例会（2008
年12月６日 札幌）
講 演
１.佐々木賢一：当科におけるAdvanced Laparaos-
copic Surgery.第13回NM Surgical Forum（2008
年11月６日 登別）
２.佐々木賢一：長期完全経腸栄養試行症例の管理にお
けるポイント～不足しやすいビタミン,ミネラル,
電解質は何か～.第４回 Sapporo Nutritional
 
Seminar（2008年10月24日 札幌）
３.渋谷 均：外科と緩和治療.がんフォーラム.日鋼
記念病院主催（2008年９月27日 室蘭）
４.渋谷 均：消化管ストーマ造設法.第21回北海道
ストーマリハビリテーション講習会（2008年６月12
日 札幌）
心臓血管外科
原著・症例報告
１.前田俊之,木村希望：腸骨動脈領域の閉塞性動脈硬
化症に対する血管内治療.室蘭病医誌 33:31-33,
2008.
学会・研究会発表（全国学会）
１.木村希望,前田俊之,大堀俊介：急性膿胸に対する
外科治療の検討.第25回日本呼吸器外科学会総会
（2008年５月29日 宇都宮）
学会・研究会発表（地方会）
１.橘 一俊,木村希望,前田俊之：傍腎動脈腹部大動
脈瘤の２治験例.第28回日本血管外科学会北海道
地方会（2008年９月６日 札幌）
２.橘 一俊,木村希望：選択的脳灌流法を用いた全弓
部置換術の治療成績.第85回日本胸部外科学会北
海道地方会（2008年９月20日 札幌）
整 形 外 科
そ の 他
１.石川一郎：勤務医の実態.平成20年度第１回北海
道医師会勤務医懇談会（2008年10月８日 室蘭）
産 婦 人 科
そ の 他
１.太田雄子：産婦人科医,女性医師.平成20年度第
１回北海道医師会勤務医懇談会（2008年10月８日
室蘭）
形 成 外 科
原著・症例報告
１.石崎力久,江副京理,齋藤 有,池田佳奈枝,新井
孝志郎,四ッ柳高敏：強アルカリによる顔面化学損
傷の一例.熱傷 34:46-50,2008.
学会・研究会発表
１.香山武蔵,石崎力久：当院で外来経過観察している
短指症の１例.第４回札弘形成外科研究会（2008年
４月26日 函館）
２.香山武蔵,石崎力久,中川嗣文：皮膚クリプトコッ
カス症の一例.第76回日本形成外科学会北海道地
57
方会（2008年10月４日 札幌）
３.石崎力久,香山武蔵,四ッ柳高敏：手の熱傷瘢痕拘
縮の一例.第14回日本熱傷学会北海道地方会（2008
年２月23日 札幌）
４.石崎力久,香山武蔵：陰圧閉鎖療法における一工
夫.第24回日本形成外科学会北海道・東北支部学術
集会（2008年７月12日 札幌）
５.石崎力久,香山武蔵：陰圧閉鎖療法の一法.第10
回日本褥瘡学会学術集会（2008年８月30日 神戸）
特 別 講 演
１.石崎力久：当院における褥瘡治療の実際.第25回
北海道ストーマリハビリテーション研究会（2008年
10月25日 室蘭）
泌 尿 器 科
原著・症例報告
１.京田有樹,宮尾則臣,内田耕介,山下奈奈,田中俊
明：尿路に疾患を有する患者における血清シスタチ
ンＣの臨床的意義.臨泌 62:991-995,2008.
２.鳥井孝明,佐藤孝宏,西里仁男,久馬理史,福岡将
匡,曳田信一,東海林哲郎,笹岡彰一,宮尾則臣,
小西康宏,今信一郎：急性進行性糸球体腎炎経過中
に肺出血を来した二症例.室蘭病医誌 33:13-18,
2008.
３.Uchida K: Bilateral chylothorax after radical
 
nephrectomy with regional lymphadenectomy.Int
 
J Urol 15:946,2008.
学会・研究会発表
１.加藤秀一,内田耕介,宮尾則臣：尿細胞診疑陽性者
における尿管鏡検査の意義.第373回日本泌尿器科
学会北海道地方会（2008年１月26日 札幌）
２.内田耕介,加藤秀一,宮尾則臣：表在性膀胱癌の再
発に関する術後尿細胞診の検討.第96回日本泌尿
器科学会総会（2008年４月26日 横浜）
３.内田耕介,加藤秀一,宮尾則臣：当院における急性
腎盂腎炎入院症例の臨床的検討.第51回日本腎臓
学会（2008年５月30日 福岡）
４.伊藤直樹,舛森直哉,国島康晴,松川雅則,高橋
敦,柳瀬雅裕,加藤隆一,高橋 聡,宮尾則臣,塚
本泰司：腹腔鏡下副腎摘除術の臨床的検討.第375
回日本泌尿器科学会北海道地方会（2008年９月６日
札幌）
５.内田耕介,佐藤俊介,宮尾則臣：表在性膀胱癌の晩
期再発に関する臨床的検討.第73回日本泌尿器科
学会東部総会（2008年９月19日 東京）
耳 鼻 咽 喉 科
著 書
１.朝倉光司：【アレルギーの病気で気になること】花粉
症と食べ物の関係は？ 花粉症と食べ物の関係はあ
るのでしょうか？.アレルギー疾患 4:542-544,
2008.
総 説
１.朝倉光司,白崎英明,山本哲夫：花粉症と食物抗原
特集：アレルゲンの交叉反応性.臨免疫・アレル
ギー科 50:173-178,2008.
２.朝倉光司：診断と治療 口腔アレルギー症候群.第
34回日耳鼻夏期講習会テキスト p.15-23,2008.
原著・症例報告
１.大國 毅,朝倉光司,本間 朝,川口竜一,石川忠
孝,山崎徳和,氷見徹夫：副鼻腔真菌症の検討.耳
鼻臨床 101:21-28,2008.
２.小柴 茂,朝倉光司,本間 朝,大國 毅,佐藤修
司,今信一郎,小西康宏,志藤光男：治療に抵抗し
不幸な転帰をとった上顎洞原発髄外性形質細胞腫の
１例.室蘭病医誌 33:45-50,2008.
３.山本哲夫,朝倉光司,白崎英明,氷見徹夫：シラカ
バ花粉感作例における口腔アレルギー症候群を起こ
す原因食物のクラスタリング.日耳鼻会報 111:
588-593,2008.
学会・研究会発表
１.小柴 茂,朝倉光司,本間 朝,大國 毅,池田
潤,晴山雅人：篩骨洞原発の basaloid squamous
 
cell carcinomaの１例.第197回日本耳鼻咽喉科北
海道地方部会学術講演会（2008年３月16日 札幌）
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